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南アフリカ・バーバートン帯の縞状鉄鉱層の地球化学：希土類元素組成から復元す
る約 32億年前の海洋環境
REE in 3.2 Ga BIF from Barberton, South Africa : An interplay of Fe oxidation and hy-
drothermal activity
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縞状鉄鉱層 (BIF : Banded Iron Formation)は鉄とシリカが互層する化学堆積物であり、地球史の初期に特徴的に存在す
る。BIFの形成メカニズムとして、シアノバクテリアの光合成により作られた酸素が当時の海底熱水由来の溶存 Fe2+を
酸化して沈殿した、というものがある。鉄酸化物が沈殿する際、その表面にリンや希土類元素 (REE)が吸着する。REE
組成は、海底の熱水活動の寄与の程度や海水の酸化還元状態等の、堆積当時の海洋環境の情報を持つ。本研究では、南
アフリカ共和国北東部のバーバートン緑色岩帯で約 32億年前に堆積した BIFの REE組成から、堆積当時の海洋環境を
推定することを目的とした。
試料は、Swaziland超層群の Fig Tree層群最下部・Mapepe層の露頭から採取されたものを用いた。37個の岩石試料を

粉末化した後、東京大学の蛍光 X 線分析装置 (XRF)を用いて主要元素 (SiO2, Al2O3, Fe2O3 など 10種類)組成を測定し
た後、(財)日本分析センターの誘導結合プラズマ質量分析装置 (ICP-MS)を使用して REE組成を測定した。

SiO2量と全 Fe2O3量が高い負の相関 (R2 = 0.99)を示し、かつ SiO2量＋全 Fe2O3量が約 100%なので、試料はシリカ
と鉄酸化物の 2成分系からなる化学堆積物である。大陸起源物質である Al2O3 量が 1.0 wt.%未満である試料は、海洋の
溶存成分の沈殿物であると見なし、以下に REEに関する議論を行う。

REEのC1コンドライト規格化プロットにおいて、軽希土類の左上がりの傾きと Euの正異常は海底熱水の特徴なので、
BIF試料には海底熱水の影響があると考えられる。地球化学的な挙動が酷似した Y-Hoのディカップリングは、鉄酸化物
への吸着能の差異に起因すると考えられるので、鉄酸化物の沈殿を示唆する。Y/Ho比は Eu異常と全 Fe2O3量とそれぞ
れで正の相関を示すことから、海底熱水起源の Fe2+が何らかのメカニズムにより酸化されて鉄酸化物として沈降し、そ
の際に Yと Hoを吸着していったと考えられる。一方で、現在の酸化的な海洋で見られる顕著な負のCe異常は見られな
かった。この解釈として、BIF形成時の熱水／海水の混合比が大きかったために、海水のCe負異常が (Ce異常のない)熱
水により希釈されたか、そもそも海水には Ce負異常が無かったか、の２つが考えられる。今後はこの海水-熱水の混合
比に関する情報を得るため、鉄酸化物とシリカの酸素同位体比の分析を行う予定である。
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